
令和７年度 宮城県建設センター研修 

「防災対応力研修＜集合型＞」実施要領 
令和７年１２月１０日 

１ 研修目的 

全国的に多発している大規模災害への対応力、また、防災意識の更なる向上を図ることを
目的とし、行政機関の土木技術職員としての業務遂行能力の一層の向上に資する。 

２ 研修概要 

東日本大震災当時の経験や災害対応について体験談を聞くことにより、震災経験のない若
手職員へ震災経験の伝承を行うもの。また、地球温暖化の影響に伴う風水災害が全国的に多
発していることから、増大する災害リスクに対し日頃からの備えや危機管理などを聴講し、
防災対応力向上に繋げるもの。 

本研修は、公共土木施設災害復旧事業研修（基礎編）や公共土木施設災害復旧事業研修（実践
編）と合わせて計画的に受講することで、効果的に災害復旧などの業務について体得できる。 

＜受講順序イメージ＞ 
  

 

 

 

 

 

 

 

上図の受講順序イメージは、必ず、これによって受講することを⽰したものではないが、より⼀層理解しやすく、
効果的に災害復旧実務を体得できることが⾒込める、理想のイメージである。 

３ 共催 

宮城県、公益社団法人宮城県建設センター  
４ 対象者 

県、市町村及び石巻地方広域水道企業団の災害実務担当者、または所属⻑が推薦する聴講
希望職員。（自治法派遣職員、任期付き職員及び再任用職員は除く） 

 ＜受講目安＞ 

第１部 東日本大震災での災害対応 ・・・・ 若手職員 

第２部 今後起こりうる災害への備え ・・・ 全職員 

※あくまで目安なので、第１部、第２部共に申込み可能です。 

５ 募集定員 

１００名程度 
※ 本研修は集合型（会場受講）での実施となるため、受講希望者が定員を超えた場合には、

経験年数の短い職員を優先いたします。ご了承ください。 
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災害対応力の強化・市町村とのパートナーシップ 



６ 研修日時 

令和８年１月１９日（月） 午前１０時３０分 から 午後３時４５分 まで 
７ 研修場所 

せんだいメディアテーク７階 スタジオシアター（仙台市⻘葉区春日町 2-1） 
８ 研修内容  

カリキュラム（別紙−１）のとおり 
９ 研修旅費 

職員等の旅費に関する条例等の定めるところにより、各研修生の所属において研修旅費を
負担する。 

１０ 準備するもの 

・筆記用具、テキスト、ネームプレート 

※ テキストは、１月１４日を目処に、県職員はデスクネッツ共有文書に保存、市町村等職員には

建設センターより配付するので、各自印刷の上、持参（準備）すること。 

【テキスト保存場所】 

全庁共有/03 所属別/09 土木部/00020 事業管理課/R7 研修関係資料 無断転載厳禁/ 
R8.1.19 防災対応力研修＜集合型＞ 

１１ その他 

（１）研修当日は、開始１５分前までに集合し、時間内に受付を済ませてください。 

（２）研修には、ふさわしい服装で参加してください。 

（３）駐車場はありませんので、公共交通機関等をご利用ください。 

（４）本研修は集合型（会場で受講）のため、複数名で受講希望される場合は、必ず優先順位
をご記入ください。 

（５）当日の欠席・遅刻は、開催時間前に必ず下記へ連絡してください。 

宮城県︓⼟⽊部 防災砂防課 防災企画班（TEL:022-211-3175） 
市町村︓（公社）宮城県建設センター総務企画部 総務課（TEL:022-263-1432） 
仙台市の場合は、技術管理室にも連絡をしてください。 



月日 科　　目 講　　師 備　考

10:00 〜 10:30 会場受付 0:30

10:30 〜 10:35 オリエンテーション 事務局 0:05

10:35 〜 12:00 東日本⼤震災における復旧及び復興計画の策定 公益財団法人みやぎ産業振興機構
理事⻑　遠藤　信哉 1:25

12:00 〜 13:00 休憩・昼食 1:00

13:00 〜 13:30 震災復興計画の策定について 土木部
道路課⻑　永澤 浩司 0:30

13:30 〜 14:15 港湾啓開・復旧⽅針の策定について
⽔産林政部　漁港整備推進室
技術副参事兼総括室⻑補佐

千田 徹也
0:45

14:15 〜 14:30 休憩 0:15

14:30 〜 15:15 地球温暖化の影響による気象の変化 仙台管区気象台 0:45

15:15 〜 15:45 部⻑講話 土木部⻑　齋藤　和城 0:30

15:45 閉会

※カリキュラムは都合により変更することがあります。

（別紙－１）　　

　　令和７年度　宮城県建設センター研修　「防災対応力研修＜集合型＞」

カリキュラム
研修⽇ ︓令和８年１⽉１９⽇（⽉）

令和7年12月5日現在 研修場所︓メディアテーク     

時　　間

１
月
１９
日

　　第１部　東日本⼤震災での災害対応

　　第２部　今後起こりうる災害への備え

※質疑応答時間含む



 

別紙  

【研修場所】せんだいメディアテーク７階／スタジオシアター 

住所：仙台市青葉区春日町２－１ 

https://www.smt.jp/info/access/# 

 

 

 

 

 

 

 

↑上記 HP「アクセス」から抜粋 

 
                            
 
 
 
 
 
 
 

← ７階フロア拡大図 
 
 

なお、当日の欠席・遅刻については、必ず下記へ連絡してください。 
 宮城県：土木部 防災砂防課 防災企画班（TEL:022-211-3175） 

市町村：（公社）宮城県建設センター 総務企画部 総務課（TEL:022-263-1432） 
仙台市の場合は、技術管理室にも連絡をしてください。 

 

公共交通機関でのご来場にご協力願います。 



◎建設センターからの連絡事項について 
 本研修は宮城県土木部（防災砂防課）と共催研修のため、実施要領、研修日程等を確認の上、
下記のシステムに『申込書 Excel ファイルを添付する』方法のみで申込んでください。 

【 申込先及び問合せ先 】 令和８年１月７日（水）１３時必着 
担当：公益社団法人宮城県建設センター 総務企画部 総務課 企画研修係 

（TEL：022-263-1432） 
＜ 申込み方法 ＞ 申込方法は、『研修会申込情報管理システム』のみとなります。 

① 各団体において取りまとめの上、ホームページ（http://www.m-ctc.com/） の「研修会申込
情報管理システム」から【様式１】を使用して申し込むこと。 

② 本研修は集合型（会場で受講）のみで実施する。 
③ 受講希望者が超えた場合、人数調整を行うため、複数名申込みの際は優先順位及び経験年数

（○年目）を記載すること。 

○申込書記載内容は、下記のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

こちらから， 
市町村名を必ず 
選択してください 

標記研修の受講希望者については、下記のとおりです。

↓↓ ○年目か記載願います

NO.
市町村
コード等

市町村名 所属部名 所属課名 職　名 氏　　名
優先
順位

経験
年数

備考

1 206 白石市 建設部 建設課 技師 〇×　〇男 1 3年

2 206 白石市 建設部 都市創造課 係長 〇×　〇子 2 10年

3 404 七ヶ浜町 建設課 技師 〇×　〇男 1 5年

4 606 南三陸町 建設課 技術主査 〇×　〇男 8年

1 #N/A

2 #N/A

複数名を申込む場合，入れてください


